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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】 

平成18年4月28日に提出した第88期（自平成17年2月1日至平成18年1月31日）有価証券報告書の記載事項の一部に訂

正すべき事項があったので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものである。 

  

２ 【訂正事項】 

第一部 企業情報 

 第４ 提出会社の状況 

   ６ コーポレート・ガバナンスの状況 

     (2) コーポレート・ガバナンスに関する施策の実施状況    

  

３ 【訂正箇所】 

訂正箇所は  を付して表示している。 

第一部 【企業情報】 

 第４ 【提出会社の状況】 

   ６ 【コーポレート・ガバナンスの状況】 

     (2) コーポレート・ガバナンスに関する施策の実施状況    

（訂正前） 

 ・経営の透明性を高めるため、株主や投資家の方々に適切な情報開示を行っている。 

 ・当社は監査役制度を採用している。監査役４名中、社外監査役は２名である。 

 ・取締役会は本年１月31日現在、社外取締役１名を含む９名で構成され、経営上の意思決定を適宜行っている。

また、毎月常勤の取締役、監査役が出席する当務会を開き情報の共有化を図っている。 

 ・内部統制については、職務分掌の明確化、稟議制度の運用によって、手続きの適正性が確保され、部署間の相

互牽制機能が働いている。内部監査については、専門の部署である「業務監理室」を設置しており、各部門の

業務の妥当性と効率性を適時監査している。 

 ・コンプライアンスに関しては、企業倫理を重視した経営を進めるため「倫理綱領」を制定し徹底に努めてい

る。また「危機管理委員会」を設置し、随時企業危機に関する意識の向上、未然防止策等、社内の体制作りを

行い、全社的な危機管理対応力を高めている。 

  また、事業活動において取り扱う個人情報を適法に管理する観点から、以下のことを取り決めている。 

(ア)「個人情報保護基本方針」の制定 

(イ)「個人情報保護規定」の制定 

(ウ)個人情報保護推進体制の確立 

(エ)個人情報保護管理責任者の選任 

 ・弁護士事務所と顧問契約を締結し、随時適切な法務上の指導を受けている。 

 ・あずさ監査法人と監査契約を締結し、会計監査を受けている。 

当期において業務を執行した公認会計士の氏名、監査業務に係る補助者の構成については下記の通りである。 

 業務を執行した公認会計士の氏名 

  指定社員 業務執行社員  吉田享司、脇田勝裕 

 会計監査業務に係る補助者の構成 

  公認会計士 ６名、会計士補 ８名 

  



（訂正後） 

 ①コーポレート・ガバナンス体制 

 ・経営の透明性を高めるため、株主や投資家の方々に適切な情報開示を行っている。 

 ・当社は監査役制度を採用している。監査役４名中、社外監査役は２名である。 

 ・取締役会は本年１月31日現在、社外取締役１名を含む９名で構成され、経営上の意思決定を適宜行っている。

また、毎月常勤の取締役、監査役が出席する当務会を開き情報の共有化を図っている。 

 ・内部統制については、職務分掌の明確化、稟議制度の運用によって、手続きの適正性が確保され、部署間の相

互牽制機能が働いている。内部監査については、専門の部署である「業務監理室（３名）」を設置しており、

各部門の業務の妥当性と効率性を適時監査している。 

 ・常勤監査役は内部監査部門である「業務監理室」から、随時監査結果の報告を受けるなど連携に努めている。

また、会計監査人とは定期的に開催される監査報告会のほか、必要に応じて随時意見交換を行っている。 

 ・コンプライアンスに関しては、企業倫理を重視した経営を進めるため「倫理綱領」を制定し徹底に努めてい

る。また「危機管理委員会（13名）」を設置し、随時企業危機に関する意識の向上、未然防止策等、社内の体

制作りを行い、全社的な危機管理対応力を高めている。 

  また、事業活動において取り扱う個人情報を適法に管理する観点から、以下のことを取り決めている。 

(ア)「個人情報保護基本方針」の制定 

(イ)「個人情報保護規定」の制定 

(ウ)個人情報保護推進体制の確立 

(エ)個人情報保護管理責任者の選任 

 ・弁護士事務所と顧問契約を締結し、随時適切な法務上の指導を受けている。 

 ・あずさ監査法人と監査契約を締結し、会計監査を受けている。 

当期において業務を執行した公認会計士の氏名、監査業務に係る補助者の構成については下記の通りである。 

 業務を執行した公認会計士の氏名 

  指定社員 業務執行社員  吉田享司、脇田勝裕 

 会計監査業務に係る補助者の構成 

  公認会計士 ６名、会計士補 ８名 

②社外取締役および社外監査役の人的関係、資本的関係又は取引関係の概要 

・社外取締役松岡功氏が代表取締役会長を、社外監査役越智幸次氏が取締役を務める東宝株式会社はその他の関係

会社であり、当社に映画配給等を行っている。 

・社外監査役山内芳樹氏（※）はその他の関係会社である阪急ホールディングス株式会社および同社の子会社であ

る阪急電鉄株式会社の代表取締役を務めており、阪急電鉄株式会社は、当社と土地建物の賃貸借等の取引があ

る。 

※山内芳樹氏は、本年４月27日付けで当社代表取締役社長に就任している。 
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